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払
切
六
街
ず
綿
翅

１０
月
末
ま
で

判
記

了

ゝ
一，
，
Ｌ
Ｅ
●
　
〓′
「

一
　

ノ
　
一

湯
船
原

設
物
処
理
で
小
山
町

【小
山
】
小
山
町

は
　
，
、
十
五
日
に
開
か

れ
た
議
会
全
員
協
議

会

の
中
で
、
同
町
上

野

の
湯
船
原
地
区
新

産
業
集
積

エ
リ
ア
で

新
た
に
発
見
さ
れ
た

埋
設
物

の
処
理
に

つ

い
て
、
十
月
末
ま

で

に
工
事
を
終
え
る
と

の
見
通
し
を
明
ら
か

に
し
た
。

同

エ
リ
ア
を
巡

っ

て
は
昨
年
九
月
、
進

出
企
業
に
よ
る
建
設

工
事

の
最
中
に
廃
棄

物
な
ど
の
埋
設
物
約

二
百
六
十
ト
ン
が
見

つ
か
っ
た
。

そ
の
処
理
に

つ
い

て
は
、
協

と

の
間

ん
だ
土

地
売
買
契
約
な
ど
の

既
定
に
基
づ
き
、

主
の
責
任
と
し
て
町

の
費
用
負
担
で
今
年

五
月
、に
搬
出
作
業
が

行
わ
れ
た
。

処
理
費
用
は
約

一

千
四
百
万
円
で
、
工

場
用
地
対
策
工
事
負

担
金
か
ら
支
出
し
た

（
七
月
二
十
五
日
に

支
払
い
済
み
）。

し
か
し
、
今
年
六

月
に
な

っ
て
同′
じ
場

所
か
ら
新
た
な
埋
設

物
が
見

つ
か

っ
た
た

め
、
町
は
さ
ら
な
る

掘
削
工
事
を
行
う
こ

と
に
し
た
。
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こ
の
日
の
説
明
で

当
富局
側
は
、
「』囲
削
工

事
は
十
月
末
に
完
了

す
る
予
定
だ
が
、
埋

設
物
が
さ
ら
に
発
見

さ
れ
る
可
能
性
も
あ

る
の
で
、
処
理
量
が

確
定
し
た
後
、
議
会

十
二
月
定
例
会
に
上

程
予
定
の
補
正
予
算

で
措
置
す
る
」
と
述

べ
た
。
新
た
に
発
見
さ
れ

た
埋
設
物
の
処
理
に

公
費
を
投
じ
る
理
由

に
つ
い
て
、
」明
は

「法

律
上
、
土
地
売
買
契

約
書
に
瑕
疵

（か
し
）

担
保
責
任
の
条
項
が

ア
」

な
く
て
も
損
目F
FT

賠
償

予嘔
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請
求
権
の
行
使
は
可

能
だ
が
、
前
の
土
地

所
有
者
に
と

っ
て
の

公
平
性
の
確
保
か
ら
、

今
回
の
ケ
ー
ス
に
限

っ
て
損
害
賠
償
を
請

求
す
る
こ
と
の
合
理

的
説
明
が
困
難
で
あ

り
、
弁
護
士
と
相
談

し
た
結
果
、
今
回
の

埋
設
物
に
関
す
る
前

土
地
所
有
者

へ
の
請

求
は
行
わ
な
い
」
と

説
明
し
た
。




